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【００９６】
　特許請求の範囲は、上に例示された正確な構成および構成要素に制限されないことは理
解されるものとする。様々な修正、変更、および変形は、上記の方法および装置の、編成
、動作、および詳細において行ってもよい。
　本発明は、以下の発明を含む。
［１］血管管腔の中に挿入して動脈瘤を治療する装置であって、
　複数の支柱を含む概して円筒形のメッシュ区画であって、前記支柱が、前記支柱間に間
質間隙を形成し、近位面および遠位面を有し、かつ前記近位面から前記遠位面まで軸方向
に沿って延びる装置管腔を画定し、前記管腔が前記装置に血流を通すように構成される、
メッシュ区画と、
　前記近位面の外周から近位尖端まで延びる複数の支柱を含む近位テーパ付き区画と、を
備え、
　前記近位尖端が、半径方向に前記近位面の外周と整列し、または前記近位面の前記外周
の半径方向外側に配置され、
　前記近位テーパ付き区画の複数の前記支柱は、前記複数の前記支柱がいずれも前記装置
管腔により画定された断面領域を横断しないように、前記近位面の前記外周上の異なる場
所から前記近位尖端まで、軸方向および外周方向に延びる、装置。
［２］前記概して円筒形のメッシュ区画の複数の支柱が、編み込まれたワイヤから形成さ
れる、上記［１］に記載の装置。
［３］前記近位テーパ付き区画の複数の支柱が、前記概して円筒形のメッシュ区画の編み
込まれたワイヤから形成される、上記［２］に記載の装置。
［４］前記編み込まれたワイヤが、前記近位テーパ付き区画の内部で少なくとも部分的に
編み込まれる、上記［２］または［３］に記載の装置。
［５］前記複数の支柱の一つまたは複数が、前記近位テーパ付き区画の内部で反転させら
れ、前記反転した支柱の一つまたは複数が、前記近位のテーパ付き区画の内部で半径方向
外向きおよび前記近位尖端に向かって屈曲するように、かつ前記近位尖端が、前記近位面
の前記外周の半径方向外側に配置されるようにする、上記［１］ないし［４］のいずれか
一項に記載の装置。
［６］前記複数の支柱が、前記近位尖端からまたはその近傍から延び、かつ流入する血流
と界面をなすように構成された前記近位面の前記外周まで延びる縁部を形成しており、か
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つ前記縁部が、前記軸方向寸法に平行に前記近位尖端を通って延びる長手方向の軸に対す
る取り出し角を画定し、前記取り出し角が、約８０度以下である、上記［１］ないし［５
］のいずれか一項に記載の装置。
［７］前記取り出し角が約７０度以下である、上記［６］に記載の装置。
［８］前記取り出し角が少なくとも約３０度である、上記［６］または［７］に記載の装
置。
［９］前記取り出し角が少なくとも約４０度である、上記［８］に記載の装置。
［１０］前記装置が、前記近位面の外径により画定される、約０．２以下である断面領域
の割合を占める、上記［１］ないし［９］のいずれか一項に記載の装置。
［１１］前記割合が約０．１以下である、上記［１０］に記載の装置。
［１２］前記割合が約０．０５以下である、上記［１１］に記載の装置。
［１３］前記割合が約０．０１以下である、上記［１２］に記載の装置。
［１４］前記近位テーパ付き区画の前記複数の支柱および前記概して円筒形のメッシュ区
画が、約０．０１インチ以下の直径を有する、上記［１］ないし［１３］のいずれか一項
に記載の装置。
［１５］前記近位テーパ付き区画の前記複数の支柱および前記概して円筒形のメッシュ区
画が、約０．００５インチ以下の直径を有する、上記［１４］に記載の装置。
［１６］前記概して円筒形のメッシュ区画が、前記動脈瘤に隣接して位置するように構成
された中央区画を含み、前記中央区画が、前記概して円筒形のメッシュ区画の残りの少な
くとも一部分よりも実質的に高支柱密度を含む、上記［１］ないし［１５］のいずれか一
項に記載の装置。
［１７］前記中央区画が、拘束のない構成において前記近位面の外径より大きい外径を含
む、［１６］に記載の装置。
［１８］前記高支柱密度が、前記概して円筒形のメッシュ区画の低密度部分におけるより
も小さいピッチの編み込まれたワイヤの結果である、上記［１６］または［１７］に記載
の装置。
［１９］前記高支柱密度が、前記概して円筒形のメッシュ区画の低密度部分とは異なる織
りパターンの結果である、上記［１６］ないし［１８］のいずれか一項に記載の装置。
［２０］前記中央区画が、差し渡し約０．０１インチ以下の間質間隙を含む、上記［１６
］ないし［１９］のいずれか一項に記載の装置。
［２１］前記中央区画が、差し渡し約０．００８インチ以下の間質間隙を含む、上記［２
０］に記載の装置。
［２２］前記概して円筒形のメッシュ区画が、前記概して円筒形のメッシュ区画の中央近
傍の半径方向外向きの圧縮反力よりも大きい、前記近位面に隣接する半径方向外向きの圧
縮反力を与えるように構成される、上記［１］ないし［２１］のいずれか一項に記載の装
置。
［２３］前記遠位面の外周から遠位尖端まで延びている複数の支柱を含む遠位テーパ付き
区画をさらに含み、
　前記遠位尖端が、半径方向に前記遠位面の前記外周と整列し、または前記遠位面の前記
外周の半径方向外側に配置され、
　前記遠位テーパ付き区画の前記複数の支柱は、前記複数の支柱がいずれも、前記装置管
腔により画定された断面領域を横断しないように、前記遠位面の前記周上の異なる場所か
ら前記遠位尖端まで、軸方向および外周方向に延びる、上記［１］ないし［２２］のいず
か一項に記載の装置。
［２４］前記遠位テーパ付き部分からの前記複数の支柱が、前記近位尖端から遠位に位置
する放射線不透過性のマーカー環を通って延びている、上記［２３］に記載の装置。
［２５］前記遠位テーパ付き部分からの前記複数の支柱が、前記遠位尖端に遠位となるよ
うにして平行に整列して、遠位引き出し区分を形成する、上記［２３］または［２４］に
記載の装置。
［２６］前記遠位引き出し区分の周りに配置された金属性ヘリカルコイルをさらに含む、
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上記［２５］に記載の装置。
［２７］前記金属性ヘリカルコイルが白金またはイリジウムを含む、上記［２６］に記載
の装置。
［２８］前記遠位面が開口しており、前記軸方向に対して実質的に垂直である、上記［１
］ないし［２２］のいずれか一項に記載の装置。
［２９］前記開口した遠位面が、前記概して円筒形のメッシュ区画の内部の前記複数の支
柱の内部に、無外傷性屈曲により形成された周縁部を含む、上記［２８］に記載の装置。
［３０］前記近位テーパ付き区画の内部の前記複数の支柱が、前記近位面の前記外周の周
りに実質的に均一に分配される、上記［１］ないし［２９］のいずれか一項に記載の装置
。
［３１］前記近位尖端と共線関係にある押し出しワイヤをさらに含む、上記［１］ないし
［３０］のいずれか一項に記載の装置。
［３２］前記近位テーパ付き区画の内部の前記複数の支柱が、前記近位尖端に近位に平行
となるようにして整列し、前記複数の支柱の近位端部が、前記押し出しワイヤの遠位端部
に接合されており、前記複数の支柱が、前記押し出しワイヤの外周の周りに実質的に均一
に分配される、上記［３１］に記載の装置。
［３３］前記押し出しワイヤが、前記近位テーパ付き区画に永久に接合される、上記［３
１］ないし［３２］のいずれか一項に記載の装置。
［３４］前記押し出しワイヤが、前記近位テーパ付き区画に取り外し可能に接合される、
上記［３１］または［３２］に記載の装置。
［３５］前記押し出しワイヤの前記遠位端部が、テーパ付き部分を含む、上記［３１］な
いし［３４］のいずれか一項に記載の装置。
［３６］前記押し出しワイヤの前記遠位端部が、前記押し出しワイヤを取り巻く複数のプ
ラスチック環を含み、前記近位テーパ付き区画からの前記複数の支柱の近位端部が前記プ
ラスチック環を取り巻く、上記［２２］ないし［３５］のいずれか一項に記載の装置。
［３７］前記複数のプラスチック環が、互いから少なくとも約１ｃｍ離れて軸方向に沿っ
て離間している、上記［３６］に記載の装置。
［３８］前記近位テーパ付き部分からの前記複数の支柱が、前記近位尖端に近位に位置す
る放射線不透過性のマーカー環を通って延びている、上記［１］ないし［３７］のいずれ
か一項に記載の装置。
［３９］前記装置が、収縮した構成および拡張した構成を含み、前記装置が、前記拡張し
た構成よりも前記収縮した構成において、前記近位尖端から前記装置の遠位端部までのさ
らに長軸長さ、および装置管腔の小径を有する、上記［１］から［３８］のいずれか一項
に記載の装置。
［４０］前記概して円筒形のメッシュ区画の前記複数の支柱、および前記近位テーパ付き
区画が、形状記憶材料を含み、前記装置が、記憶された形状として前記拡張した構成を呈
するように構成される、上記［３９］に記載の装置。
［４１］前記装置管腔の少なくとも一部分の周りに配置されたポリマースリーブをさらに
含む、上記［１］ないし［４０］のいずれか一項に記載の装置。
［４２］前記スリーブが、前記概して円筒形のメッシュ区画の内径に施される、上記［４
１］に記載の装置。
［４３］前記スリーブが、前記概して円筒形のメッシュ区画の外径に施される、上記［４
１］または［４２］に記載の装置。
［４４］前記スリーブが内層および外層を含み、前記概して円筒形の区画の少なくとも一
部分が、前記内層と前記外層の間に挟まれている、上記［４１］ないし［４３］のいずれ
か一項に記載の装置。
［４５］前記内層および外層が、前記間質間隙の少なくともいくつかの内部で一体に結合
されている、上記［４４］に記載の装置。
［４６］前記スリーブが、前記スリーブの近位端部の近傍および前記スリーブの遠位端部
の近傍に配置されるが前記スリーブの中央区画の内部には配置されない開口を含む、上記
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［４１］ないし［４５］のいずれか一項に記載の装置。
［４７］前記スリーブがフルオロエラストマーを含む、上記［４１］ないし［４６］のい
ずれか一項に記載の装置。
［４８］前記スリーブが、フッ素化エチレンプロピレン（ＦＥＰ）、ポリテトラフルオロ
エチレン（ＰＴＦＥ）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、またはポリ（塩化ビニリデ
ンコヘキサフルオロプロピレン）（ＰＶＤＦ－ＨＦＰ）を含む、上記［４１］ないし［４
７］のいずれか一項に記載の装置。
［４９］前記スリーブがシラスティック（ｓｉｌａｓｔｉｃ）を含む、上記［４１］ない
し［４８］のいずれか一項に記載の装置。
［５０］前記スリーブがポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）を含む、上記［４９］に記
載の装置。
［５１］前記スリーブが、Ａ：Ｂ：Ａトリブロックコポリマーを含み、前記Ａブロックが
、テトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）、エチレン、およびヘキサフルオロプロピレン（Ｈ
ＦＰ）を含み、前記Ｂブロックが、フッ化ビニリデン（ＶＤＦ）、ヘキサフルオロプロピ
レン（ＨＦＰ）、およびテトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）を含む、上記［４１］ないし
［５０］のいずれか一項に記載の装置。
［５２］前記スリーブが、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、ホスホリルコリン（ＰＣ）
、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）、セリーン（商標）、ＰＥＧ化した分子、またはフ
ッ素化した分子で含侵され、またはコーティングされて、抗血栓性の表面を与える、上記
［４１］ないし［５１］のいずれか一項に記載の装置。
［５３］前記概して円筒形の区画の前記複数の支柱が、コーティング材料でコーティング
されている、上記［１］ないし［５２］のいずれか一項に記載の装置。
［５４］前記コーティング材料が、プラズマ堆積させたフッ素、プラズマ堆積させたグラ
イム（ｇｌｙｍｅ）、ホスホリルコリン、ダイヤモンド状炭素、フッ素化したダイヤモン
ド状炭素、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、フッ素化エチレンプロピレン（ＦＥＰ）、
ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、ポリ（
フッ化ビニリデンコヘキサフルオロプロピレン）（ＰＶＤＦ－ＨＦＰ）、フルオロホスフ
ァゼン、カルボシキベタイン、スルホベタイン、メタクリル化したカルボキシベタイン、
メタクリル化したスルホベタイン、フルオロシラン、ヘパリンまたはヘパリン状分子；ヒ
ルジン；クルクミン；トロンボモジュリン；プロスタサイクリン；ＤＭＰ７２８血小板Ｇ
ＰＩＩｂ／ＩＩＩａ拮抗薬；キトサン、硫酸化キトサン；ヒアルロン酸；タンタルをドー
プした酸化チタン；酸窒化物、酸化物層、または炭化ケイ素を含む、上記［５３］に記載
の装置。
［５５］前記複数の支柱と前記コーティング材料との間にポリｎ－ブチルメタクリレート
（ＰＢＭＡ）、またはポリ（ｐ－キシリレン）ポリマーの下地材層を含む、上記［５３］
または［５４］に記載の装置。
［５６］前記コーティング材料が、前記間質間隙の少なくとも一部分を完全に覆う、上記
［５３］ないし［５５］のいずれか一項に記載の装置。
［５７］前記コーティング材料が、前記間質間隙の一部分を覆っており、前記部分は、前
記動脈瘤の頚部を前記部分が覆うようにして、動脈瘤に隣接して配置されるように構成さ
れる、上記［５６］に記載の装置。
［５８］前記コーティング材料が、前記間質間隙の交互の列を覆う、上記［５６］に記載
の装置。
［５９］前記装置管腔が、内径を有する内面および外径を有する外面を含み、かつ前記コ
ーティングが、前記内面に施された第１のコーティングおよび前記外面に施された第２の
コーティングを含み、前記第１および前記第２のコーティングが、明確に異なる生物学的
特性を有する、上記［５３］ないし［５８］のいずれか一項に記載の装置。
［６０］前記装置が、前記第１のコーティングが、主に血栓形成を低減するように設計さ
れ、かつ前記第２のコーティングが、主に内皮化を促進するように設計される、上記［５
９］に記載の装置。
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［６１］前記コーティングが、前記装置管腔と整列した方向に、前記装置の長さに沿って
少なくとも一つの生物学的特性に勾配を形成する、上記［５３］ないし［６０］のいずれ
か一項に記載の装置。
［６２］前記勾配が、少なくとも前記近位面から前記概して円筒形のメッシュ区画の前記
中央に向かって延び、かつその後、前記概して円筒形のメッシュ区画の前記中央から前記
遠位面に向かって反転する、上記［６１］に記載の装置。
［６３］前記少なくとも一つの生物学的特性が、内皮化の促進であり、内皮化が、前記近
位面および前記遠位面の近傍よりも前記概して円筒形のメッシュ区画の前記中央に向かっ
てさらに促進される、上記［６２］に記載の装置。
［６４］前記少なくとも一つの生物学的特性が、血栓形成の低減であり、血栓形成が、前
記概して円筒形のメッシュ区画の前記中央よりも前記近位面および前記遠位面に向かって
さらに低減される、上記［６２］に記載の装置。
［６５］前記少なくとも一つの生物学的特性が、血栓形成の低減および内皮化の促進を含
み、内皮化の促進が減少するにつれ前記血栓形成の低減が増加する、上記［６２］に記載
の装置。
［６６］前記勾配が、前記装置の前記長さに沿って変動する加工条件に従って前記装置の
前記表面に前記コーティングを施すことにより形成される、上記［６１］ないし［６５］
のいずれか一項に記載の装置。
［６７］前記勾配が、前記装置の前記長さに沿って前記コーティングの組成を変動させる
ことにより形成される、上記［６１］ないし［６５］のいずれか一項に記載の装置。
［６８］前記編み込まれたワイヤが少なくとも２４本のワイヤを含む、上記［２］ないし
［６７］のいずれか一項に記載の装置。
［６９］前記編み込まれたワイヤが少なくとも４８本のワイヤを含む、上記［６８］に記
載の装置。
［７０］前記概して円筒形の区画の前記複数の支柱が、ニチノール、ＤＦＴ（登録商標）
、白金、コバルトクロム、ステンレス鋼、フルオロポリマー、ポリエチレン、ポリウレタ
ン、ポリエーテルブロックアミド、または形状記憶ポリマーを含む、上記［１］ないし［
６９］のいずれか一項に記載の装置。
［７１］前記概して円筒形の区画の前記複数の支柱が、ポリテトラフルオロエチレン（Ｐ
ＴＦＥ）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、ポリビニリデン－ヘキサフルオロプロピ
レン（ＰＶＤＦ－ＨＦＰ）、ペルフルオロプロピレン、オクタフルオロプロパン、パリレ
ンＨＴ（Ｐａｒｙｌｅｎｅ　ＨＴ）、パリレンＡＦ－４、パリレンＦ、パリレンＶＴ－４
；１Ｈ，１Ｈ，２Ｈ，２Ｈ－ペルフルオロドデシルトリクロロシラン、（トリデカフルオ
ロ－１，１，２，２，テトラヒドロオクチル）シラン、ヘキサデカフルオロデク（ｈｅｘ
ａｄｅｃａｆｌｕｏｒｄｏｄｅｃ）－１１－エン－１－イルトリメトキシシラン、または
ポリ（ｐ－キシリレン）ポリマーでコーティングされる、上記［７０］に記載の装置。
［７２］前記近位尖端が、前記近位面の前記外周の半径方向外側に配置される、上記［１
］ないし［７１］のいずれか一項に記載の装置。
［７３］血管管腔の中に挿入して動脈瘤を治療する装置であって、
　近位端部および遠位端部であって、前記遠位端部が前記近位端部よりも血管管腔の下流
に位置する、近位端部および遠位端部と；
　装置表面と；
　前記装置表面に施されたコーティングと、を含み、前記コーティングが、前記装置表面
上での血栓形成を低減させるように、かつ前記装置表面での内皮化を促進するように設計
される、装置。
［７４］前記装置が前記血管管腔と整列した管腔を形成し、前記管腔が、内径を有する内
面および外径を有する外面を含み、かつ前記コーティングが、前記内面に施された第１の
コーティングおよび前記外面に施された第２のコーティングを含み、前記第１および第２
のコーティングが、明確に異なる生物学的特性を有する、上記［７３］に記載の装置。
［７５］前記第１のコーティングが主に血栓形成を低減するように設計され、前記第２の
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コーティングが主に内皮化を促進するように設計される、上記［７４］に記載の装置。
［７６］前記コーティングが、前記管腔と整列した前記装置の長さに沿って、少なくとも
一つの生物学的特性に勾配を形成する、上記［７１］ないし［７４］のいずれか一項に記
載の装置。
［７７］前記勾配が、前記近位端部から前記装置の前記中央に向かって延び、かつその後
、前記装置の前記中央から前記遠位端部に向かって反転する、上記［７６］に記載の装置
。
［７８］前記少なくとも一つの生物学的特性が、内皮化の促進であり、内皮化が、前記近
位端部および前記遠位端部よりも前記装置の前記中央に向かってさらに促進される、上記
［７７］に記載の装置。
［７９］前記少なくとも一つの生物学的特性が、血栓形成の低減であり、血栓形成が、前
記装置の前記中央よりも前記近位端部および前記遠位端部に向かって低減される、上記［
７７］に記載の装置。
［８０］前記少なくとも一つの生物学的特性が、血栓形成の低減および内皮化の促進を含
み、前記血栓形成の低減が、前記内皮化の促進が減少するにつれ増加する、上記［７７］
に記載の装置。
［８１］前記勾配が、前記装置の長さに沿って変動する加工条件に従って前記装置の前記
表面に前記コーティングを施すことにより形成される、上記［７６］ないし［８０］のい
ずれか一項に記載の装置。
［８２］前記勾配が、前記装置の前記長さに沿って前記コーティングの組成を変動させる
ことにより形成される、上記［７６］ないし［８０］のいずれか一項に記載の装置。
［８３］前記コーティングが、プラズマ堆積させたフッ素、プラズマ堆積させたグライム
、ホスホリルコリン、ダイヤモンド状炭素、フッ素化したダイヤモンド状炭素、ポリビニ
ルピロリドン（ＰＶＰ）、フッ素化したエチレンプロピレン（ＦＥＰ）、ポリテトラフル
オロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、ポリ（フッ化ビニリデ
ンコヘキサフルオロプロピレン）（ＰＶＤＦ－ＨＦＰ）、フルオロホスファゼン、カルボ
シキベタイン、スルホベタイン、メタクリル化したカルボキシベタイン、メタクリル化し
たスルホベタイン、フルオロシラン、ヘパリンまたはヘパリン状分子；ヒルジン；クルク
ミン；トロンボモジュリン；プロスタサイクリン；ＤＭＰ７２８血小板ＧＰＩＩｂ／ＩＩ
Ｉａ拮抗薬；キトサン、硫酸化キトサン；ヒアルロン酸；タンタルをドープした酸化チタ
ン；酸窒化物、酸化物層、および炭化ケイ素からなる群から選択される少なくとも一つの
材料を含む、上記［７３］ないし［８２］のいずれか一項に記載の装置。
［８４］前記コーティングが、プラズマ堆積させたフッ素、プラズマ堆積させたグライム
、ホスホリルコリン、ダイヤモンド状炭素、フッ素化したダイヤモンド状炭素、ポリビニ
ルピロリドン（ＰＶＰ）、フッ素化したエチレンプロピレン（ＦＥＰ）、ポリテトラフル
オロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、ポリ（フッ化ビニリデ
ンコヘキサフルオロプロピレン）（ＰＶＤＦ－ＨＦＰ）、フルオロホスファゼン、カルボ
シキベタイン、スルホベタイン、メタクリル化したカルボキシベタイン、メタクリル化し
たスルホベタイン、フルオロシラン、ヘパリンまたはヘパリン状分子；ヒルジン；クルク
ミン；トロンボモジュリン；プロスタサイクリン；ＤＭＰ７２８血小板ＧＰＩＩｂ／ＩＩ
Ｉａ拮抗薬；キトサン、硫酸化キトサン；ヒアルロン酸；タンタルをドープした酸化チタ
ン；酸窒化物、酸化物層、および炭化ケイ素の群からから選択される少なくとも二つの材
料を含む、上記［７３］ないし［８３］のいずれか一項に記載の装置。
［８５］血管の管腔内に挿入して動脈瘤を治療する装置であって、
　前記血管管腔と整列するように構成された管腔を有する概して円筒形の区画、および
　前記管腔の両端に配置された近位端部および遠位端部、を含み、
　前記装置が、編み込まれたワイヤから形成される、装置。
［８６］前記編み込まれたワイヤが、少なくとも２４本のワイヤを含む、上記［８５］に
記載の装置。
［８７］前記編み込まれたワイヤが、少なくとも４８本のワイヤを含む、上記［８５］ま
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たは［８６］に記載の装置。
［８８］前記編み込まれたワイヤが、前記装置の前記中央に向かって前記装置の高密度部
分を形成して動脈瘤と界面をなすように織り込まれる、上記［８５］ないし［８７］のい
ずれか一項に記載の任意の装置。
［８９］前記装置の高密度部分が、差し渡し約０．０１インチ以下の、前記ワイヤ間の間
隙を有する、上記［８７］の装置。
［９０］前記装置の高密度部分が、差し渡し約０．００８インチ以下の、前記ワイヤ間の
間隙を有する、上記［８９］の装置。
［９１］前記ワイヤが、前記近位端部および前記遠位端部において前記装置の低密度部分
を形成するように配置される、上記［８５］から［８９］のいずれか一項に記載の任意の
装置。
［９２］前記低密度部分が、前記管腔の近似的に中心において整列した尖端を有する円錐
として形成される、上記［９１］に記載の装置。
［９３］前記低密度部分が、前記管腔の前記外周に沿って整列した尖端と一体になる前記
円筒形区画の前記ワイヤの漸減として形成され、前記近位端部の前記尖端が、外周方向に
前記遠位端部の前記尖端と整列した、上記［９１］に記載の装置。
［９４］ニチノール、ＤＦＴ（登録商標）、白金、コバルトクロム、ステンレス鋼、フル
オロポリマー類、ポリエチレン、ポリウレタン、ポリエーテルブロックアミド類、ポリテ
トラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、および形状記憶ポリマー類からなる群から選択され
た少なくとも一つの材料から形成されたワイヤを含む、上記［８５］ないし［９３］のい
ずれか一項に記載の装置。
［９５］前記装置に、ポリ（ｐ－キシリレン）ポリマー類、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶ
ＤＦ）、ポリビニリデン－ヘキサフルオロプロピレン（ＰＶＤＦ－ＨＦＰ）、ペルフルオ
ロプロピレン、オクタフルオロプロパン、パリレンＨＴ、パリレンＡＦ－４、パリレンＦ
、パリレンＶＴ－４；１Ｈ，１Ｈ，２Ｈ，２Ｈ－ペルフルオロドデシルトリクロロシラン
、（トリデカフルオロ－１、１、２、２、テトラヒドロオクチル）シラン；またはヘキサ
デカフルオロドデク－１１－エン－１－イルトリメトキシシランを少なくとも部分的にコ
ーティングした、上記［８５］ないし［９４］のいずれか一項に記載の装置。
［９６］血管内部の動脈瘤を治療する方法であって、
　前記血管中に動脈瘤治療装置を挿入することを含み、
　前記装置が、
　複数の支柱を含む概して円筒形のメッシュ区画であって、前記支柱が、前記支柱間に間
質間隙を形成し、近位面および遠位面を有し、かつ前記近位面から前記遠位面まで軸方向
に沿って延びる装置管腔を画定し、前記管腔が前記装置に血流を通すように構成される、
メッシュ区画と、
　前記概して円筒形のメッシュ区画を押し出しワイヤに接合する近位テーパ付き区画と、
を含む、方法。
［９７］前記概して円筒形のメッシュ区画が、前記概して円筒形のメッシュ区画の残りよ
りも高い支柱密度を有する中央区画を含み、前記方法が、前記動脈瘤の頚部を前記中央区
画が実質的に覆うようにして、前記中央区画を前記動脈瘤に隣接させて配置することをさ
らに含む、上記［９６］に記載の方法。
［９８］前記概して円筒形のメッシュ区画が、その長さの少なくとも一部分に沿ってチュ
ーブ状のスリーブを含み、前記方法が、前記動脈瘤の頚部を前記中央区画が実質的に覆う
ようにして、前記チューブ状のスリーブを前記動脈瘤に隣接させて配置することをさらに
含む、上記［９６］または［９７］に記載の方法。
［９９］前記動脈瘤の中に、または隣接させてマイクロカテーテルを挿入すること、およ
び複数の動脈瘤充填用コイルを前記動脈瘤中に送達することをさらに含む、上記［９６］
ないし［９８］のいずれか一項に記載の方法。
［１００］前記マイクロカテーテルが、前記血管の壁と前記動脈瘤治療装置との間に挿入
される、上記［９９］に記載の方法。
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［１０１］前記マイクロカテーテルが、前記装置管腔の内部に、かつ前記概して円筒形の
メッシュ区画の前記間質間隙の一つを通して挿入される、上記［９９］に記載の方法。
［１０２］前記複数の動脈瘤充填用コイルを送達した後に前記押し出しワイヤを近位に退
縮させることにより前記動脈瘤治療装置を除去することをさらに含む、上記［９９］ない
し［１０１］のいずれか一項に記載の方法。
［１０３］前記動脈瘤治療装置を永久ステントに置き換えることをさらに含む、上記［１
０２］に記載の方法。
［１０４］前記押し出しワイヤの少なくとも一部分を前記装置の残りから取り外し、前記
動脈瘤に隣接して永久に配置された前記概して円筒形のメッシュ区画を残すことをさらに
含む、上記［９９］ないし［１０１］のいずれか一項に記載の方法。
［１０５］前記近位テーパ付き区画が、前記近位面の外周から近位尖端まで延びる複数の
支柱を含み、前記近位尖端は、半径方向に前記近位面の前記外周と整列し、または前記近
位面の前記外周の半径方向外側に配置されており、前記近位テーパ付き区画の複数の支柱
は、前記複数の支柱がいずれも、前記装置管腔により画定された断面領域を横断しないよ
うに、前記近位面の外周上の異なる場所から軸方向および周方向に、前記近位尖端まで延
びる、上記［９６］ないし［１０４］のいずれか一項に記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血管管腔の中に挿入して動脈瘤を治療する装置であって、
　複数の支柱を含む概して円筒形の区画であって、前記支柱が、前記支柱間に間質間隙を
形成し、近位面および遠位面を有し、かつ前記近位面から前記遠位面まで軸方向に沿って
延びる装置管腔を画定し、前記管腔が前記装置に血流を通すように構成される、区画と、
　前記近位面の外周から近位尖端まで延びる複数の支柱を含む近位テーパ付き区画と、を
備え、
　前記近位尖端が、半径方向に前記近位面の外周と整列し、または前記近位面の前記外周
の半径方向外側に配置され、
　前記近位テーパ付き区画の複数の前記支柱は、前記複数の前記支柱がいずれも前記装置
管腔により画定された断面領域を横断しないように、前記近位面の前記外周上の異なる場
所から前記近位尖端まで、軸方向および外周方向に延びる、装置。
【請求項２】
　前記複数の支柱の一つまたは複数が、前記近位テーパ付き区画の内部で反転させられ、
前記反転した支柱の一つまたは複数が、前記近位のテーパ付き区画の内部で半径方向外向
きおよび前記近位尖端に向かって屈曲するように、かつ前記近位尖端が、前記近位面の前
記外周の半径方向外側に配置されるようにする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記複数の支柱が、前記近位尖端からまたはその近傍から延び、かつ流入する血流と界
面をなすように構成された前記近位面の前記外周まで延びる縁部を形成しており、かつ前
記縁部が、前記軸方向寸法に平行に前記近位尖端を通って延びる長手方向の軸に対する取
り出し角を画定し、前記取り出し角が、約８０度以下である、請求項１または２に記載の
装置。
【請求項４】
　前記装置が、前記近位面の外径により画定される、約０．２以下である断面領域の割合
を占める、請求項１ないし３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
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　前記概して円筒形の区画が、前記動脈瘤に隣接して位置するように構成された中央区画
を含み、前記中央区画が、前記概して円筒形の区画の残りの少なくとも一部分よりも実質
的に高支柱密度を含む、請求項１ないし４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記概して円筒形の区画が、前記概して円筒形の区画の中央近傍の半径方向外向きの圧
縮反力よりも大きい、前記近位面に隣接する半径方向外向きの圧縮反力を与えるように構
成される、請求項１ないし５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記遠位面の外周から遠位尖端まで延びている複数の支柱を含む遠位テーパ付き区画を
さらに含み、
　前記遠位尖端が、半径方向に前記遠位面の前記外周と整列し、または前記遠位面の前記
外周の半径方向外側に配置され、
　前記遠位テーパ付き区画の前記複数の支柱は、前記複数の支柱がいずれも、前記装置管
腔により画定された断面領域を横断しないように、前記遠位面の前記周上の異なる場所か
ら前記遠位尖端まで、軸方向および外周方向に延びる、請求項１ないし６のいずか一項に
記載の装置。
【請求項８】
　前記近位尖端と共線関係にある押し出しワイヤをさらに含み、前記近位テーパ付き区画
の内部の前記複数の支柱が、前記近位尖端に近位に平行となるようにして整列し、前記複
数の支柱のそれぞれの近位端部が、前記押し出しワイヤに接合されており、前記複数の支
柱が、前記押し出しワイヤの外周の周りに実質的に均一に分配される、請求項１ないし７
のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　前記概して円筒形の区画の前記複数の支柱が、コーティング材料でコーティングされて
いる、請求項１ないし８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記コーティング材料が、プラズマ堆積させたフッ素、プラズマ堆積させたグライム（
ｇｌｙｍｅ）、ホスホリルコリン、ダイヤモンド状炭素、フッ素化したダイヤモンド状炭
素、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、フッ素化エチレンプロピレン（ＦＥＰ）、ポリテ
トラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、ポリ（フッ化
ビニリデンコヘキサフルオロプロピレン）（ＰＶＤＦ－ＨＦＰ）、フルオロホスファゼン
、カルボシキベタイン、スルホベタイン、メタクリル化したカルボキシベタイン、メタク
リル化したスルホベタイン、フルオロシラン、ヘパリンまたはヘパリン状分子；ヒルジン
；クルクミン；トロンボモジュリン；プロスタサイクリン；ＤＭＰ７２８血小板ＧＰＩＩ
ｂ／ＩＩＩａ拮抗薬；キトサン、硫酸化キトサン；ヒアルロン酸；タンタルをドープした
酸化チタン；酸窒化物、酸化物層、または炭化ケイ素を含む、請求項９に記載の装置。
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